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駿台予備学校 数学科講師 清宮 義幸 

 

 

 

問題傾向 

 

Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂ・Ｃ型とⅠ・Ａ・Ⅱ・Ｂ・Ⅲ・Ｃ型入試であり、問題は４問構

成ですべてマーク式である。１問目と２問目は全員必須であり、学部学科によ

って３、４問目は選択する。 
 

必須問題は偏りなく、標準的な良問が出題される。 
 

選択問題の３問目は必ず数Ⅲ微積分であり、それ以外の出題範囲は幅広くバラ

ンスが良いセットとなっている。 
 

 

 

難易度と対策、共通テストとの類似点 

 

・ 難易度については、教科書の範囲を越えていないという点では基本から標

準レベルであり、風変わりな問題もなく解きやすい。 

 

・ 対策は標準的な問題集で十分足りる。 

 頻出問題が多く、類題が市販の問題集にあふれているので定着を目指そう。 

 

・ 共通テストとの類似点……Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂ・Ｃの出題では類似点は多い。 

 誘導の仕方は異なるが、質は似ているので共通テストの勉強でⅠ・Ａ・Ⅱ・

Ｂ・Ｃの対策もできるといえる。特に必須問題の(Ⅱ)。 
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2021 年度の出題 

日程 問題 区分 分野 難易度 共通テストとの類似 

2/1 

（Ⅰ） － 小問集合 標準  

（Ⅱ） C ベクトル 標準 〇 

（Ⅲ） Ⅲ 微積分 標準  

（Ⅳ） B 数列の和 標準  

2/9 

（Ⅰ） － 小問集合 易  

（Ⅱ） Ⅱ 三角関数 標準 ◎ 

（Ⅲ） Ⅲ 微積分 標準  

（Ⅳ） Ⅱ 微積分 易 ◎ 

2/10 

（Ⅰ） － 小問集合 標準  

（Ⅱ） Ⅰ 三角比 易 ◎ 

（Ⅲ） Ⅲ 微分 易  

（Ⅳ） Ⅱ 微分 易 ◎ 

2/27 

（Ⅰ） － 小問集合 標準  

（Ⅱ） A 整数 標準 〇 

（Ⅲ） Ⅲ 微積分 標準  

（Ⅳ） A 確率 標準 〇 

3/5 

（Ⅰ） － 小問集合 易 〇 

（Ⅱ） A 確率 標準  

（Ⅲ） Ⅱ 図形と式 易 〇 
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2022 年度の出題 

日程 問題 区分 分野 難易度 共通テストとの類似 

2/1 

（Ⅰ） ― 小問集合 標準 〇 

（Ⅱ） Ⅰ 三角比 標準 ◎ 

（Ⅲ） Ⅲ 積分 易  

（Ⅳ） Ⅱ 三角関数 標準  

 

2023 年度の出題 

日程 問題 区分 分野 難易度 共通テストとの類似 

2/11 

（Ⅰ） ― 小問集合 標準 ◎ 

（Ⅱ） Ⅰ・Ⅱ 三角比・三角関数 やや難 ◎ 

（Ⅲ） Ⅲ 微分積分 標準  

（Ⅳ） A 確率 標準  

 

2024 年度の出題 

日程 問題 区分 分野 難易度 共通テストとの類似 

2/10 

（Ⅰ） ― 小問集合 標準 ◎ 

（Ⅱ） Ⅱ 積分 標準 〇 

（Ⅲ） Ⅲ 微分積分 標準  

（Ⅳ） A 平面幾何 標準 〇 
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2025 年度の出題 

日程 問題 区分 分野 難易度 共通テストとの類似 

2/11 

（Ⅰ） ― 小問集合 やや難 〇 

（Ⅱ） Ⅱ 指数・対数 標準 ◎ 

（Ⅲ） Ⅲ 積分 易  

（Ⅳ） A 整数 やや難 〇 

 

過去問解説 

 

2025年度入試より 2月 11日 
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